
理  由  説  明  書  

 

本 市 で は ， 人 口 減 少 社 会 の 到 来 や 少 子 高 齢 化 の 進 展 と い っ た

様々な社 会経済 状況の変 化に対 応すると ともに ，これま での「 保

全・再生 ・創造 」の土地 利用を 基本とし ながら ，将来に わたっ て

安心安全 で暮ら しやすく ，魅力 や活力の ある持 続可能な 都市構 造

を目指し ている 。  

 また， 時代と ともに絶 えず刷 新を続け る「新 景観政策 」の下 ，

社会情勢 の変化 を勘案し ，京都 の景観の 守るべ き骨格を 堅持し な

がら，コ ミュニ ティの活 動等と 連携して 地域固 有の魅力 を高め て

いくこと が必要 である。  

 これら を踏ま え，本都 市計画 は， 地域 の特性 に応じて 暮らし や

営みを活 き活き と したも のに誘 導し，魅 力的で 持続可能 なまち づ

くりを推 進する ため，道 路基盤 の整備状 況等を 踏まえ， 都市活 力

や利便性 の向上 を図ると ともに ，ものづ くりを はじめと する産 業

の集積と 働きや すい都市 環境の 向上を図 ること を目的に ，用途 地

域を変更 するも のである 。  


